
戦う英才・学生部

学生部結成記念日
広布の未来を見すえて
　６月30日は、学生部結成記念日です。1957（昭和32）
年、東京・港区の麻布公会堂で学生部の結成大会が開
催されました。第二代会長戸田先生は約500人の男女
学生を前に「ただ、うれしいという言葉以外にない」
と、万感の期待を寄せました。
　学生部の結成は、広宣流布の未来を展望し遠大な構
想を描いていた戸田先生の悲願でした。その構想を分
かち合い、学生部への指導・激励を託された池田青年
室長は「いよいよ、社会で先頭に立つ学会人を育て始
めよう！――そのための学生部の誕生であった。ゆえ
に（戸田）先生は、『うれしいね』とおっしゃられた
のである」と、振り返っています。結成大会の当日、
一労働組合からの不当な弾圧と戦うため北海道の夕張
にいた青年室長に、参院補欠選挙での選挙違反という
事実無根の容疑で、大阪府警への出頭要請がありまし
た。学会の発展を阻もうとする権力の魔性との闘争の
ただ中で、学生部は誕生したのです。 学生部結成大会

「次の50年」を担う使命
　その後も学生部は、世界広布の道を開く池田先生の激闘とともに歴史を刻みました。第三代会
長就任後の1962（昭和37）年８月、池田先生は学生部の代表に対する御書講義を開始し、「本門
の弟子」の育成に全力を注ぎます。また、68（昭和43）年９月の「日中国交正常化提言」をはじ
め、数々の提言を学生部総会の場から世界へと発信。さらに、第一次宗門事件の渦中にあった78
（昭和53）年６月30日の学生部総会では、自ら作詞・作曲を手がけた学生部歌「広布に走れ」を
発表し、“正義の魂”を学生部に託したのです。
　21世紀を迎え、池田先生は学生部にさらなる期待を寄せています。「君たちは『次の五十年』
を担いゆく、二十一世紀の広布責任世代だ！」。正義の言論戦の「先陣」として、次代の広宣流
布の「主役」として――学生部には、大きな使命があるのです。

　1949（昭和24）年１月、21歳の池田青年は、戸田先生が経営す
る出版社に入社します。しかし、戦後の厳しい経済事情のなかで、
会社の経営は悪化。多くの社員が戸田先生のもとを去っていきま
した。池田青年は師を支え、師の事業の再建に全力を傾けること
を決意し、大世学院（現東京富士大学）への通学を断念します。
　学業を断念して一心不乱に仕事に打ち込む弟子に、戸田先生は
「俺が、全部教えてやるからな」と、毎朝、会社の始業前の時間
をさいて個人授業を開始します。政治、経済、法律、歴史、漢文、
化学、物理など万般の学問、さらには教学の研さん――個人授業
は、戸田先生逝去の直前まで続けられ、「大作は、“戸田大学”
の最優秀の学生である」と弟子の奮闘を称えたのです。
　「学ぶ戦いは絶対にやめなかった。そして、わが師の個人授業
『戸田大学』という稀有の大学で学び通した。一点の悔いもない、
最高に幸福な青春だった」（池田先生）
　世界から数多くの名誉学術称号を受章し、受章の際には常々「
この栄誉を、恩師・戸田先生に捧げたい」と語る池田先生は、学
生部に対し「学問に徹する青春」を呼びかけ、渾身の激励を続け
ています。
　いかなる状況にあっても「英知の宝剣」を磨き抜き、知性と実
力を身につけて世界の大舞台に雄飛しゆくことこそ、戦う英才・
学生部の誇り高き使命なのです。

・『人間革命』

　　第８巻「学徒」

　　第11巻「夕張」

・『新・人間革命』

　　第６巻「若鷲」

　　第13巻「金の橋」

・『随筆 春風の城』

・学生部指導集『正義の先陣』


